
Ⅰ 令和７年１月の全体の市況

Ⅱ 令和７年２月の主要品目の市況見通し

  「まいわし（生鮮品）」

　「さけ類（塩蔵品・冷凍品）」

　「さ　ば（生鮮品）」

　「するめいか（生鮮品・冷凍品）」

　「あ　じ（生鮮品）」

　「まぐろ（冷凍品）」

凡例（目安）

増減率
  0～ 2 % 横ばい 横ばい
 3～10 やや増加(減少) やや強(弱)含み
11～20 増加(減少) 強(弱)含み
21～50 かなり増加(減少) かなり強(弱)含み
51～  大幅に増加(減少)       －

令和7年2月25日

水 産 庁

水産物の市況について（令和７年１月及び令和７年２月）
  　―東京都中央卸売市場における令和７年１月（令和６年12月21日～令和７年１月20日集計）の市況と、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年２月の市況見通し（前月との比較）―

 東京都中央卸売市場における総入荷量（水産物の生鮮品、冷凍品及び加工品の合計）は、前月から減
少で推移し、前年同月比ではやや減少で推移しました。卸売価格（水産物全体の１キログラム当たり平
均価格）は、前月からやや強含みで推移し、前年同月比では横ばいで推移しました。

三陸～常磐沖を中心にまとまった漁獲が続くものの、鮮魚サイズの水揚げは少ないとみら
れ、東京への入荷量は横ばい、卸売価格も横ばいで推移すると見込まれます。

東京への入荷量はチリ産銀ざけ主体に横ばい、さけ類全般が高値で推移していることから、
卸売価格は高値・横ばいで推移すると見込まれます。

山陰沖、東シナ海主体の漁獲が続くとみられ、東京への入荷量は横ばい、卸売価格も横ばい
で推移すると見込まれます。

全国的に低調な水揚げが続くと予想され、生鮮物の東京への入荷量は少なく・横ばい、卸売
価格は高値・横ばいで推移すると見込まれます。
冷凍物は、入荷量は横ばい、卸売価格は高値・横ばいで推移すると見込まれます。

当面まあじの水揚げは低調な状態が続くと予想され、東京への入荷量は横ばい、卸売価格も
横ばいで推移すると見込まれます。

東京への入荷量は全体では横ばい、卸売価格も横ばいで推移すると見込まれます。

入荷量 卸売価格



 （単位：千トン、円／㎏）

入荷量 価格 入荷量 価格 入荷量 価格

７年 ２５ １,８１３ ２９ １,６９１ ２９ １,５１３

前年 ２７ １,７８２ ２８ １,６０９ ２８ １,５０７

注１：入荷量及び卸売価格は、それぞれ前月の２１日から当月の２０日までの暫定数値。
 　２：入荷量は生鮮品、冷凍品及び加工品の合計。

（単位：円／㎏、％）

１月 前月対比

３７２ ９３

１,２２２ ８７

１,１８８ ８９

１,５３１ １１５

１,４９９ ８０

１,２４９ ８８

５８３ ８９

１,５５３ ９１

１,３６０ ８３

１,８１８ １００

１,１４７ １８９

１,８９６ １０７

１,１６９ １０２

９２０ ９４

３,２１８ ９２

２,１３２ ９８

　問合せ先：水産庁加工流通課企画調査班

      　代表　０３－３５０２－８１１１
　      内線  ６６１８　中島、山﨑
        直通  ０３－３５９１－５６１３

東京都中央卸売市場への総入荷量・卸売平均価格（概数）

１月 前月 前々月

主　要　品　目　の　価　格

東京都中央卸売市場卸売価格（概数）

前年同月対比 平年同月対比

まいわし（生鮮品） ８７ ９４

さ け 類 （ 平 均 ） １０７ １２３

（ぎんざけ塩蔵品） １００ １１４

（あき さけ 塩蔵 品） １６２ ２０７

（べにざけ塩蔵品） １１０ １１２

（ さ け 類 冷 凍 品 ） １１１ １２９

さ ば （ 生 鮮 品 ） ９７ １１９

するめいか（平均） １０５ １５４

（生鮮品） ９７ １３７

（冷凍品） １０６ １６８

あ じ （ 生 鮮 品 ） １４４ １８０

ま ぐ ろ （ 冷 凍 品 ） １１０ １１５

（ め ば ち 冷 凍 品 ） ９７ ９９

（ き は だ 冷 凍 品 ） ７１ ８２

（くろまぐろ冷凍品） ９５ ９４

（みなみまぐろ冷凍品） １０７ １０８

注１：品目により、市場で水産物の大きさ等が異なることから、主要な水産物の価格データを掲載。
注２：１月の価格は1～20日までの速報値を元に算出。平年とは令和２年～令和６年の加重平均値。

注３：さけ類冷凍品は、主として、ぎんざけ、あきさけ、べにざけ及びアトランティックサーモン
　　　が含まれる。

注４：まぐろ（冷凍品）は、めばち、きはだ、くろまぐろ及びみなみまぐろが含まれる。


	公表用

